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深谷城跡（第 22 次）発掘調査

令和６年６月１５日（土）遺跡見学会資料

〔調査期間〕令和６年２月～９月予定

〔調査面積〕約 2,400 ㎡

〔調査機関〕深谷市教育委員会

ふかやじょうあと

はじめに

　深谷城を治めた深谷上杉氏は、関東管領山内上杉氏の一族です。深谷上杉氏五代の房憲は古河公方の襲

来に備え、康正２年（1456）、庁鼻和城から、より要害の深谷城を築きました。

　この城は、低湿地を臨む台地の先端に幾重にも堀を巡らし、川の水を引き入れ、高い土塁により堅固に

構築されていました。面積は約３０ヘクタール、木瓜の花や実に似ていることから木瓜城とも呼ばれてい

ました。現在の深谷小学校周辺が主郭と考えられます。今回の調査区周辺は、深谷市深谷字越中曲輪に位

置し、主郭より連なる曲輪（防御施設に守られた内部の平らな場所）とそれを隔てる堀跡にあたると考え

られます。
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第 22 次調査区の遺構測量略図

確認された主な遺構

　第 22 次調査区は南と北に曲輪、中央がそれを隔てる堀にあたります。城の推定図から、主郭から北

へ連なる曲輪とそれを隔てる堀と考えられます。堀の構造は障子堀という堀底に障壁状の障害物など

を設けた特殊な構造です。浅い部分と方形や溝状に深い部分とを組み合わせ、底面を一部掘り残すな

ど非常に複雑な造りとなっています。ここに水を引き込むことで、堀底の状況が不明瞭であれば、落

とし穴のような効果もあったと考えられます。土壌は粘土質で、水を含むと滑りやすく、足をとられ

ると身動きができなかったでしょう。堀を掘削した土は土塁を造るために使われたと考えられますが、

今回の調査では土塁の痕跡は確認されませんでした。曲輪内からは井戸跡が見つかっています。堀か

らは、土器・木製品・石造物などが出土しました。


